yg の る の 婦 
2( 間 ラク フル タ 人 


eo 計 3 AS 0 
みんと ZZ/26 アァ アイ の 5 
3 


7 ん の の を イダ デー 2 の イタ 
ク , 人 ん A2 ヶ 7 の と ze の 722 が 


( FE3 の 2 し アッ イン の を ラプ ググ 〆 
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Yajfavalkya の アー トマ ン し の 形容 語 と 
Buddha の 四 苦 


後 藤 敏文 


1. Yajnavalkya が 二 回 の 対 論 を 通し て ]anaka 王 に atman の 教 説 を 明か す 
Brhadaranyakopanisad [BAU] M 1-4 の 最 末尾 に , atman の 修飾 語 と し て 
gg の og-「 老 いな い 」, 9767@- | 死な な い 昌 朋 7727 [不死 の 」, 」2pAye- [ 悪 れ な い il 
の 四 語 が 3 2 の 7g- 「 死 な な い 」 と 6Z76-「 存 の ] 生還 
われ まだ , の 必然 性 を の も の に つい て も , これ まで 特別 注意 が 払わ れ て い 
な か っ た よ うに 四 ち れる 。 当時 の 思想 界 の 問題 意識 を 背景 に 据え て こ この 点 を 検討 
し 直し , 更に その 結果 を Buddha の 四 苦 071D 思想 史 的 意義 を 探っ て み 
Se 


eee 
we 


1) BAU (Madhyandina) W 4.30-31 = SB XIV 8,2,30-31 s@ 0 56 の 6 の 7@ 
177 の 「7 が の 70 「0 が 4270 7770 6 s0gy の 0 7677207 の 7 の が 7 の 's777 7679- 
7 の. Ds の ' 7 の 7 7g0076 27 の ez 2 の 7 が 7 7 の 2 C の が 7 SG の g2sy@y67. | 56 7 の 6 の 
/% 776 カ 9 7 の 7 | の の 7 の (272@7@70) 767 の 07479 "770 6 が 6-. 7272/ 4 
4766-。 4 の 7Zy70 7 907 679 の 7 の 7pg77 の 60672 9670. 「 そ の よう な > 、 こ の * 偉大 な 
不 生 の atman は , 老い ず 死な ず , 葉 れ ず 。 不死 で あり , brahman た の だ 。 安泰 ( 払 
れん た まき と と ) に 。 ジャ ナカ よ 。 君 は 列 廷 し て いる の だ ] と ヤー ジュ ミニ ャ ヴァル キャ は 全 
た 。( ジ ャ ナカ は 言っ た : )「 こ の 私 は 貴兄 に ヴィ デー へ の 人 々 (ご 国 ) を 全 え ます 。 
そし て 私 を も 一 緒 に , 下僕 と し て 仕え る た め に ]」。 そ の よう か な この: 偉大 な 不 生 の 
atman は , 老い ず , 死な ず , 恐れ ず , 不死 で あり , brahman な の だ 。 brahman は 安 
泰 (恐れ な きこ と ) な の だ 。 こ の よう に 知っ て いる 者 は , まさ し く 安 泰 で ある 【 と ころ 
の ) brahman を 自ら の も の と する “の で ある 。 


22 の 6 の 6 が 一 組 の 主語 で ある こと は , 直前 の M[adhyandina」 29 一 
/ K[anva] 24 に より 明らか で ある “": 


(2) s@ v4 es の 7 の 97 の 7 の 7 の | "79 の 57 の の 270. S@ の カ 42 の 774 の 0 の の が 0 の 7 


\ [ gz の 027, 772 の の 76 7 た "その ま うな この 偉大 な 不 生 の atman は 食物 を 食す 才 
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Yajmavalkya の アー トマ ン の 形容 語 と Buddha の 四 苦 ( 後 藤 ) (95) 
物 (財産 ) を 与え る 者 で ある 。 そ の よう な 者 と し て 食物 を 食す 者 物 (財産 ) を 与え る 
者 を この よう に 知っ て いる 者 は , 物 (財産 ) を (自分 の た め に ) 見 出す 。 


2 ここ に 引用 し た 帰結 文 か ら 知 られ る よう に 。 Janaka 王 が 求め て いた の は 
区 れ (6),。 し か ゃ も , 死 , な いし , 死後 自己 お が どう な る か に つい て の 惑 怖 か ら 


の 開放 で ある 。 この 意味 で も , 沙門 果 経 Samannaphalasutta の Buddha と 。 / 9 
A 拓 tasatru の 対話 と の 類似 性 が 注目 され る 。 DEUSSEN, Sechzig Upanishad's ' 

des Veda 897 一 1938) 456 は BAU W 1-2 の , brahman は 何で ある か に 関す 

る 諸 和 師 の 教 説 を 列挙 する , いわ ば 戯曲 化 さ れ た 学説 史 の 部 分 に つい て , 沙門 果 経 計 0 


が これ を 手 本 と し た 可能 侍 を 述べ て いる が , 王 が 希求 し て いる の は 。 要する に 。 
死 と 死後 へ の 恐 頂 を 克服 し て 恐れ の な い 境 地 に 達する こと で あり , MG 
と 目的 の 全体 に 於 て も , 両者 の 共通 性 が 顕著 で ある 。 


た ん の イア / ウ ga 2 の ん グ 


2.1. 2727@-, 7 が 6 の - Pe76f 94 の 由 は この 外れ と 還 に 「 | l 
し て お り , 単なる 修飾 の た め の 語 で は な い 。6 の 7 の 2g- が 「 老 いな い , 歳 を 取ら な 
い 」|。 2g52y2- が 「 玖 れ な い | る と は 明らか で ある 。 gw272- は 文字 ど お 
り に は 「 死 な な い 」 で あり , gg- が 最も 古い 時 代 か ら 『「 不 玩 の 」,、「 死 と いう 
も の を そもそも 持た な い 」 こと を 意味 し て いた と 考え る こと も 認め られ る で あろ 
2 。? それ な ら ば , gg の - と g が 7 の - と の 関係 は どう 考え る べき で あろ うか 。 こ 
れ を 解く 鍵 は , Upanisad の 議論 が , 死後 の 自己 の 在り 方 を 焦点 の 一 つと し て 進 
展 し て きた こと , その 元 を 遡る と , Brahmana 期 に 特に は っ きり と 話題 に 上 っ 
て いる , 天界 に お ける 再 死 へ の 恐れ と その 克服 を 巡る 議論 に 帰着 する , と いう こ 
と の 中 に ある と 思わ れる 。? ここ で は , この 種 の 観念 が 明確 に 現われ て いる , 最 
も 訓 い と 思わ れる 例 を 紹介 し て お きた い : 


(3) Maitrayani Samhita I 8,6: 123,18ff. y6 2, 27 dgd706 み 0g の 20 'g72 
47SG9 の yo76。 AS27. 7 7 792579 799. 7 の 797 5 ん 770 「22220 70k@72 0Asg777. 2 の の 
の 6 y92 0577 の 7 27 9727。 70777 の 97 の 7 727g ん 74727 が 7 76 0 の g72 ' り が Zyo770. 
6 が 0 の s77776 72 776 放 yo7 が 270 ル 6 sgco276 yo の みん 7 の C ア の 92776. ひと が , 多 く 布施 
を な し , 多く 祭 式 を 行なっ た 者 と し て , [自分 の ] 祭 火 を (死に よっ て ) 片付け る な ら 
ば ,[ 彼 の 7572 が 74- 祭 式 と 布施 の 効力 ] は 不滅 な の だ 。 そ の よう な (不滅 の ) それ ( 祭 
式 と 布施 の 効力 ) が 彼 の も の と な る の だ 。 祭 式 を 行なっ た 半 行 者 た ち は か の 世界 へ 到達 
する の だ 。 星 座 た ちな る も の は , そう いう この 者 た ちな の だ 。 人 々 が 「 光 が 落ち た ぞ 。 
流れ 星 が 落 ち た ぞ 」 と いう 時 に は , そう いう この 者 た ち が 落 ち て いる の で ある 。【[ か の 


880 


シイ 人 と 2 と Z fkC2 ダリ 


と た / 和 緒 - 


ん 
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( 96 ) Yajaavalkya の アー トマ ン の 形容 請 と Buddha の 四 苦 ( 後 藤 ) 


世界 に ] 到達 し 留 は っ た 後 彼ら は , か の 世界 か ら り 出る っ や 即ち , て それぞれ の 世界 
「 医 応 や で ここ WO 上 ) へ と 徒 う 。 


2. 2. Yajnavalkya は 善い 行為 に よ っ て (s@4AzA27 が 477e が 9 477 が 6) , (来世 
に ) 善く 【6G777777/ 有 7977 の 25 の まり 。 状態 に 生ま れ 変 わり , 思い 行為 に 
0 (の po の 4 が eo), 如 く (6pg/) な る , と いう の が - の 説 (M W 4.6 
K V 45) を 教え た 後 & の 77722- の , 従っ て 輪廻 の 原因 と し て 欲望 (&4xg-) を 指 


摘 す る 。 引 き 続い て , 欲 詞 の な いひ と の 場合 は 輸 各 を 超越 する 旨 を いう : 


(4) M M 4,8f. (KK M 4, 6f.) 47722744y474 の 0, 70 ん の 740 775Z742 G/746 ん 746 77 の - 
ん 70 0729027。 7 725747 の 7 の 7 の 77 の 4777 72277 S272 の 902747Y67476. 0 の 470 の 5472 
074746 カ y 677 | 727 es $/6o 02og72 | yo 5 の 7e の 7 の 72CY の 776 「 ん の 7 y@ "5 の 7 の 5 
s7772 み 4 1272 が 777 の "が 7 の 02 の (0077) 77@ 67 の 7224 S4726S2476. 次 に , 欲望 し て 
いな いひ と は , [つま り ] ひと が 欲望 な く , 欲望 を 離れ , 自己 (&tman) [の み ] を 欲望 

_ し , 欲望 を 連 成 し た 者 と な る と , その ひと か ら は 生体 諸 機能 は 出 て 行き ませ ん 。 こ こ 
[に いる ] まま で , 統合 (回収) され ます 。【[ 彼 は ] brAahman その も の 義 望 で すか ら , 
brahman へ 帰 入 し ます 。 そ れ に つい て , 次 の 吾 が 適用 され ます :「 彼 の 心臓 に 位置 し て 
いる , 全て の 欲望 た ち が 解 き 放 た れる や 即ち も , する と , 死す べき 者 は 不死 に な る 。 こ の 

合 (また は : ここ , 地上 で ), 彼 は brahman に 到達 し 了 せ る 」。 


ここ で は , g7776- | 不死, 不死 の ] が 「 生 き て いる 者 が 玩 な な いこ と 」 で は な 
く , 「 一 是 死ん だ 者 が 天界 で 再 死す る こと な く , 従っ て 地上 に 再生 する こと が な 
い 」 と いら 意味 で 用 いら れ て いる 。 当 時 の 哲学 的 ・ 自 然 学 的 議論 の 次 元 で は , 死 
後 , ひと は 一 遇 天界 (な いし は , それ に 類する よい 存在 ) に 生ま れ か わる こと が 原則 
と し て 考え られ て いた 。 上 に 引い た 「 悪 い 行為 に よっ て 悪く な る 」 が 意図 し て い 
る の も , 死後 到達 し た 天上 等 で の 状態 を 言う より も, 無論 それ と も 関連 する で あ 
ろう らち が, そこ で の 再 死 を 経て , 次 に 地上 に 再生 し た 時 の 状態 を 言 ち も の と 解釈 さ 


れる 


(5) BAU-M M 4,5 (KM 4.4) 749 y9746 の es77 1 22so 477 42777 者 ガ リル 7 

6 606727927 27y の 6797977 7 の の 74 7747676, 6 の 7 6 の 9722 の 4675 7772 54 が 6 

77797 の 7 の 77 gzoyif22y _726 の 7274727 7 の 77 /Z%2476」 の 77 ケア 22 0 の gG4 の 70 の 7 が 

2 7/7/77/7 170 の / の 7 が 2 の 76 の の 27 の 74 0 の 7 の 7245674 の 72760Zyo の 77760yg が 

[KK 2 の . 人 KK は ここ で も 42267272 が が を も つ :M で は Ed. KaSiSS が 同様 ( 二 写 

本 に これ を 欠く 旨 注 記 )。! KK .…47og74 02 の 7" 02 0724477 09276S9 が 7 0 の 07227477.] 
ー 885. 一 


Yajnavalkya の アー トマ ン の 形容 語 と Buddha の 四 苦 ( 後 藤 ) (97) 
それ は ,。 ちょ う ど , 綾 織り を 級 る 女 が 綾 織り の 要素 を ほど いた 後 。 別 の 。 より 新しい , 
より 素晴らし い 形 を 織る よう に , ちょ うど その よう に , この purusa は この 身体 を 打ち 
倒し , 無知 に 赴 か せ た 後 。 別 の 。 より 新しい 形 を [自ら に ] 織り ます , (すなわち や ) 祖 
霊 に 属す る , また は Gandharva に 属す る ,。 また は Brahman に 属す る ,。 また は Pra- 
_Japati に 属す る 。 ま た は 神々 に 属す る , NIRAI BNANNien2 8 は 介 5 
語 存 在 の 為 に [それぞれ の 形 を ]。 


3, 以上 の こ と を 念頭 に お い * て , Buddha の dukkha- 守 | 嫌 検 MDI 
初 転 法輪 中 に 見 られ る 四聖 詳 の 教 説 の 中 で , 苦 謗 は 例え ば 次 の よう に 呈示 され て 
いる : 

(6) Vinaya I 10: 1 6,19 (cf. SN V 421 : LVI 11,5) 2 Ao が 22 太 誠 放 20e 

の AO24 077VS の CCG77。 7 の 77 の 7 の, 707 の の 7 の 7 ん p7. り リ 977 の 7 の 2 ん 72。 27 の ア の 2272 


の 7 の 9747277, の の 26 太 7 S2727 の の 07 の の 7 ん 0。 が 7 ア 677 07 の の 0 の 時 6977 の 7cC カ 7 「 


2 7907 の 7 7272 の 2 2 sg が 7776720 777c" アア アイ イイ アア ルル 4 の. ま た 。 
比 た ちよ , 苦 と いう 高綱 な 人 々 に と と っ て の 真実 . と は 次 の こ と で あ oe 生ま れる こと 
も 苦し い 。 老 いも 苦し い 。 病 も 昔 し い 。 死 も 苦し い 。 好 まし く な い 人 々 と 一 緒 に な る の 
あ 苦 し い 。 好 まし い 人 々 と 離れ る の 苦し い 。 晴 み な が ら も 得 ら れ な いこ と , それ も 苦 
し い 。 縄 め て , 刻 つ の 取得 の 纏 ( 枝 分 ) も 苦し い 。 


老 ・ 病 ・ 死 が 昔 し み を も た ら す こと は 明白 で ある 。BAU に 光 け る 不老 ・ 不 死 ・ 
無 長 と 比較 する と , Buddha の 教 説 に 訟 て は 。 人 間 の 通常 の 人 生 で 避け られ な い 
音 し み と い う , いわ ば 市 民 的 次 発 で の 見 方 に 重点 が 置か れ て いる と 言え る 。 検 討 
を 要する の は 「 生 」 726- で ある 。 我々 の 一 般 生 活 で , 理性 の 芽 浅 える 前 の 出来 事 
で ある 誕生 に つい て , それ を 苦し み と 捕 える こ と は 必ず し ゃ 当然 と は いえ な い 。 
後 の 仏 教 ス ュ ラ 学 の 伝統 で は 母胎 中 と 誕生 時 と に 被る 苦 『 し み と 解 息 さ れ て いる よ 
2 で ある が , " 老 ・ 病 ・ 死 自体 が dg-「 苦 し い 」」 つま り , 「 苦 し み を も た ら 
す 」 と いう 本 質 を 有する こ こと と 対比 きせ て 考え る と , 誕生 その も の が 苦 と いう 本 
質 を 持つ , つま り 必 ず 苦 し み を も た ら す も の で ある , と いら こと が : 意図 され て い 
る 簿 で あり , 「 誕 生 に 付随 する 普 大 」 は 二 次 的 問題 と 言わ ざる を 得 な い 。 を の よら 
な 異な っ た 次 元 の 事柄 を , イン ド 自 然 学 の 。 ある 意味 で 頂点 に 達し た 時 期 に 。 
Buddha が 意図 し た と は 考え られ な い 。 7 ミ ( | 


4. 仏教 で も 。 本 来 。 輪 加 湯本 JA ゆ 江 "gh 53 [われ 
て いる こと は 。, 83 BU 昔 の 
ー 884 一 
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( 98 ) Yajavalkya の アー トマ ン の 形容 語 と Buddha の 四 若 (後藤 ) 


列挙 ( 例 6 に 類似) に 続い て , 生 一 死 一 功 一 悲嘆 と いう 一 種 の 和 起 の 前 提 と し て 
30 上 条 サザ SD 
の 文 を 十二支 縁起 の 解説 中 に 置い て いる , 更に cf. Nidd 』 147 : 257) : 
さか 


| 
9 4 (7) ん 2727@ cg 077k2oe 7277. 7 の /657 が 76S272 SG77G272 727277727777 S477477 の ye 777 

Ss677977 ogz77 07700g777 ん 72227 の 707G20 Gy6777274074 の 7772070, 777 のど - 
ra c77 272oe 727. を し て 。 比 た ちよ , 用 生 と は 何で ある か 。 個々 の 存在 者 た ち が , 


1 


+。 44z 尼 ッ テ 個々 の 存在 者 の 種 の 中 に 。 生ま れる こと , 生ま れ 成 る こと , 降り て くる こと , 転 現す る 
の の ルン (Oh 大 と 転じ 贅 る ず で と . [ 刀 ] 六 が 出現 する こと , [認識 機能 の ] 働く 場 ( 六 処 ) を 愛 


人 に シイ け 取 る こと , これ が , 比丘 た ちょ , 誕生 (「 生 」) と 言わ れ て いる 。 
7" 多 うと どう ウッ イ の 7 
を ラ ぴ し 了 。 引用 文中 の o&&2z7 (2a2AZ227-。 go の - を 7 の) は 地上 より 上 の 世界 に いる 輪 締 の 


時 。WPeAids 時 


了 
Ao 
:% 
3 


NO 
4 と ゥ 3 3 老 2? : て いる る の ふ 吉 3 
ずっ る 72we vaA が の WT32 の 


ロン (8) BAU-M W 4.3 = SB XIV 7,2,3 (BAU-K W 4.2) 7 pyg の o2rofs4 76 
ウッ と は 合 か の 7 


上 の 56 ある ii 22S7 の 72077.. 7477 077720747226 の 7G70 77 ん 72G77. の 7@ れ 47 7749727777777777772/ 雪 Y ル な //2 
7 の 7 の 477 の 00777. 2727777 の 2472 60 の 72009 ん 7 の 7267。 5 eS の 7747 5s40772220 20277. 
っ 2 ん アプ が の 4 " フ ? 7 


7 の 22 の 7 の 7 の 7747777 SG72 の 770 ん e7e ヵ 79g の 77 の cg. その 関 き を 通っ て , この tman 
は ( 外 へ ) 出 て 行き ます 。… (上 へ ) 出 て 行く それ に , 気候 が つい て (上 へ ) 出 て 行き 
ます 。 つい て (上 へ ) 出 て 行く 気 息 に , 全 生体 機能 パ つ いて (上 へ ) 出 て 行き ます 。 
.【 か れ ら が 」 同意 し た と ころ へ と [&tman は ] つい て 降り て 行き ます 。 そ うす る と 彼 
(Atman) は 認識 する 者 , 識別 作用 を 備え た 者 と な り ま す 。 彼 に , (前 世 [まで の ]) 知 
識 と 行為 と が 一 緒 に 後ろ か ら つ か まっ て いま す 。 そ し て , 以前 の (前 世 ま で の ) 洞察 カ 
も [後ろ の か ら つ か まっ て いま す ]。 


4.1. 更に , 仏 肉 から, 輸 皿 の 中 で の 再生 と いう 意味 で 計 「 誕 生 」 が 述べ ら 
れ て いる 箇所 を 若 ギ 挙げ る 。 藻 本 的 に は , 生 の 繰り 返し を 苦 と 認識 し て お り , こ 
の 世 を , 楽園 と 見 て 死 を 膝 うと か , 地獄 や 昔 し み に 満 ち た 下位 の 存在 か ら の 救済 
と 見 る 視点 は 欠け て いる : | | 

9⑨) D 』 30: XIV 2,18 = 6 I 10: XII 10,2 (縁起 説 へ の 導入 部 ) : 太 cc ヵ 2 272yg が が 

/o の @ カ 0, 76y77 C の 777 の 77 Cc の 7277 Cc の c2997 C2 4 の 477977 (S の 4 の 27727) cg. 7 

CG 422 7720SS の の 25SS2 25S2770772 2 の 47777 727@726722255 の . 災厄 に , 7 ぴっ 
と の 世 は 陥っ て いる こと か 。 生まれ, そし て 老い , そし て 死 と (滅び の ),。 そし て (天界 
等 か ら ) 転 退 し ゆ , そし て (この 世に ) 現われ る 。 し か も な お 。 この 著 し み か ら の 出品 
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を , ひと は 洞察 し な い , 老 と 死 と か ら の 。 

(10) It 76 : $83 ( 天 人 五 衰 ) : y222 7 を 722e gevo の ey の の y の Cg の 2727277700 廊 077 

27c2 の 0 の 427727727 の 70720777、 72672 7277272277。 2677227 777s52777。 ん 2cc7e77 se 

22CC9277。 ye の 74 の 777277 0 が 7277。 S2e の ep0 evgs226 2 が 2766677 7 神 が , 

正 た ちよ , 禄 の 群 か ら 転 退 す る 定め と な る 時 に は 。 九 つ の 前 兆 が 現われ る : PR / 衝 の ん 
し お れる 。 衣 服 た ち が 汚 れる 。 脇 の 下 か ら 汗 た ち が わ き 出 る 。 か ら だ に 容 色 の 悪さ が 出 い 刻 7 
て 来る 。 神 は 自ら の 神 の 座 に 安らぎ を 見 出 だ き な く な る , と いう [以上 抑 つ の ]。 4 
(11) D 』 15: XIV 1,29 (誕生 時 の Buddha の 雄 生 の 垢 9507- 02cg-) : の 時 2777 
95727 70&2SS2, 76770 272 6S727 /0 ん ssg, Se77 み 0 47 65207 70 を 557, 2777 の 7727 の 797, 

2 097777 277 249905270. 私 は 世界 の 第 一 人 者 ・ 最 上 者 ・ 最 勝者 で ある 。 こ れ は 最後 

の 誕生 で ある 。 今や , 再生 は 存在 し な い 。 | 

(12) Sn D.16 ん 7 727, 75772 074 放 2 の C2777677。 ん 7277 22747772 77//2 グル 727/ 

7 が 2772y6 7 g が 9252. 生 は 尽く され た だ 。 炒 行 は 住 さ れ た 。 為 され る べき こと は 為 さ 

れ た 。 も は や (再び ) この よう な 状態 (この 世 で の 生存 ) へ と [至る こと は ] な い 。 と 

直 鈴 し た 。 (< M 【I 139 .…7 ヵ 27267 が 7: etc.) [ 

(13) 人 A 』 15, 一 4Y(M 13) s2 が 4 の の 2 の 7676 の カ yy の 7 の が 70176 57 な 7@7777- 


97220022V0SS の の 7 の g7 ! 72 7265779 767 の の 7 の ZZ77 Sg の 0 の 2 が 7 76 27467 の | 5200272。 7767272C7- 
27477 2 の 7 の 677 の 7e sz&772 (が ). 正しい 努力 を する 者 た ち は , 死 の 定め を 征服 する 。 
その よう な 執着 し な い 者 た ち は 生 と 死 と 鍋 れ の 彼岸 に 至る 者 た ち で ある 。 部 隊 を 引き 連 
れ た (cf. Sn 442) 死神 に 勝利 し て , 彼ら は 満足 し て い る 。 彼ら は 動揺 し た い 。 魔物 
(Namuci) の 生還 (cf. Nidd 』 253 : 602) を 凌ぎ 越え て , 修 ら は 幸福 で ある 。 

14) A 』 12, 20Y (WM 10)=I 52,23Y (WM 49) s2772 gocc ヵ oz S9757g7 が 7 | 72727 が 6- 
eg42g6 が 2 誕生 と 死 と を 歩み 行く 存在 者 た も ら は 輸 如 を 行く 。 


5. これ ら の 例 か ら 知ら れる よう に , Buddha の 四 苦 ( 生 一 老 一 病 一 下 ) 中 に 
挙げ られ る 727 「 誕 生 」 も , 本 来 , 輸 退 の 中 で の 再生 を 意味 し て いた と 理解 する 
の が 上 自然 で や る 。 こ の , 再生 を 苦 と 見 な す 考 え 方 は , その 否定 と し て 「 再 生 し た 
いこ と つまり, 「 死 後 (天界 で ) 月 25 レ が NSJ すなわち 2Z72- を 理想 と 
する BAU の 考え 方 に 良く 対応 する 。 即ち, 以下 の 表 の ご と <, Yajnavalkya 
の atman の 形容 語 と Buddha の 四 苦 と は , 青 定 : 否定 の 関係 で 対応 し て いる 。 
更に , 敢 て 推理 すれ ば , 人 生 を 苦 と する 世界 観 が 強く 打ち 出さ きれ て くる 背景 に 
は , そもそも 天界 で の 再 死 を 巡る 否定 的 議論 から 発展 し て きた 3 と いう 側面 が 
ある の で は な か ろう ら か 。 
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BAU-M BAU.-K [ 昔 詳 

72Z の @- 「 老 いな い 」 一 一 ーーーーーーー 7 の 7 の ー [老い な も 7@7「 生 」 
27297 の - 「 死 な な い 」 一 ーーーーーーー gg7 の -「 死 な な い ] 0 「 老 」 
60 の y@- 「 恐 れ な い 」 お 「 不 死 の ] 6 07697 「 病 」 
22Zfg- 「 不 死 の 」 e2gyg-「 葉 れ な い 」 ブ で マー つの 7 「 死 」 


この よう に , 初期 仏典 に 現れ る 世界 観 , 人 生 観 は , 古 Upanisad の 生死 観 を 受 


け 継 ぎ , その 延長 上 こ に ある と 見 る こ で きる が , BAU に お ける Yajiayvalkya 


の atman 論 に 見 られ る それ と 比べ , 輪廻 に 対す る 観念 , 思 弁 の 一 段階 進ん だ 次 
を 示し , し か も , より 普遍 的 に 人 間 一 般 を 対象 と する 人 性格 が 強い 。 し か し , あく 


まで も 輪廻 中 の 人 間 存 在 の 在り 方 その も の を 巡る 思 弁 (縁起 に よる 世界 理解 ) に 


中 心 が か あり, この 世の中 で の 出来 事 と し て の 病 , 悩み な ど は 。 と ちら か と いう ら と 
凡 次 的 な 議論 対象 に 留まっ て いる と 見 な し うる 。 ゆ ゅ 


1) BAU-K[&nva] で は , M の 30 に は W 4.23 の esg 67267042. SG747 の 7 6e7477 
が の 770 5777 が 902cg y9777207kyg み . 50 272 072go0276 0776 カ の 7 の 0 の 777 /777// 付 7 ガリ) 
sg の 25s797e74 が 対応 し , 最 末尾 の W 4.25 に M の 31 に 対応 する se og esg 
24777 79 77970 "2970 "77770 「02y0 07g/7790777077 0 の 7 の 7 万 72.… が 思 か れ て 
いる 。(K 24 は ほほ M 28-29 に 当たる 。) K 23 は M と 異な り , Kaus. か ら 作 られ 
だ が が 7779 「 到 鞍 さ せら れ て いる 」 を 持つ 。 18 Up. (Ed. LiMAYE-VADEKAR) は Sg の / 
の 後ろ に | を 置き , ezg で 新しい 文 を 始め て いる が , ez は 文 の 二 番 目 に 来る べき 
Enklitikon で ある : se の の 前 で 文 を 区 切る べき か と 思 (われ る が , Vok. の 直後 は 事 
実 上 文頭 で あり , いずれ に し て ゃ 異例 で ある : cf. GorO Fs. Thieme (1995) n.13。 

2) 一 般 に は 「 こ の よう に 知る 者 は , まさ し く 容 泰 で ある と ころ の brahman に な る 」 
と 解 釈 され て いる が , K. HoFEMANN Aufs. IM 557-559 が 指摘 する 724 2 の 構 
文 (cf. Goro I.Pras. 241 n.528) と 考え て , 「brahman を 支配 する , 管轄 する , 自 
ら の も の と する 」 と 理解 し た 。 

_3) 更に , M 23 = K 21 (SGloka) 2 g の る 7 7706 の 「 不 生 , 偉大 , 葉 固 ( 不 
動 ) の atman]: K 22 s2 0@ es 7 7 の 7 の 7 の 7 9777477 の 7 の 7 の 2765 
y6 650 2797 7dgyG GSgs 7g52277 cefe「 こ の , 生体 諸 機能 の らち で 識別 機能 より 

は まさ し く こ の 偉大 な , 不死 の アー トマ ン な の だ 。 [それは ] 心臓 の 内 部 

に ある この 虚空, その 中 に 横たわっ て い る 」(M は 異な る :K IM1.17 = Mib.: SB 
_XIV 5, 1 17 に も 同じ 文 が あり , 同 所 が 元 か と 思わ れる )。 「 

4 関係 節 に 後続 する 主文 が 動詞 で 始ま る 場合 , その 動詞 が アク セン ト を も つ (つま り 
- 文頭 の 価値 を 持つ ) こと に 関 し て は , 例え ば MiNAsp, La Subordination dans 1a 
Frose Vedique (1936) p.180f.: S658 の 諸 例 参 照 。 

5) た だ し , RV で gz77g- が 具体 的 に どの よ うに 理解 され て いた か に つい て は , 必ず 
し ゃ 明らか で は な い 。 例 えば, 地上 で の 100 歳 と 死後 の 天界 で の 永遠 の 生命 と が 合わ 
せ て 考え られ て いた も の か と も 思わ れる 。 


で OO 
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6) 97 の -。 674 の 7 の -。 06 の ye- を , 動詞 の 意味 を その まま 受け 維 ぐ 名 詞 を 後肢 に も つ 限 定 
複合 語 (cf. AiG 』-1215) と 解 し た 。Panini M 2,116 は の の 2-。 2 の 7-。 6 地 全 7 の -」 
97777- の アク セン ト を (この 順序 で ) Bahuvrihi と し て 教え て いる 。 アグ セン 下位 
- 置 を も 含め て イン ドイ ラン 祖語 に 遡る 772- (cf. aV. 6 が 728 の - ぐ *%- 好 779-) 昼 才 秒 
Bahuvrihi と し て 作ら れ た も の で あろ 5 (cf. AiG 』-1 226, 295)。 ア クセ ント の 異 
な る 9222yg- は 実体 詞 で ある (お そら く , Bahuvrihi *027 の - 「 和 恐れ の な い 」 か ら ア 
クセ ント 移動 に よっ て 「 恐 れ な きこ と , 無 長 , 安泰 」) 。 
7) pxzg7-Z の 4- の 語 自 体 は SB, TB, JB, KB, SA な ど に 現れ る 。 その 観念 が 明確 
に 表明 され て いる 箇所 に つい て は S. LEvi, La doctdrine du sacrifice dans les / 
Brahmanas (?1966) 95-97, P. HoRsci AsS 25 (1971) 136f. 参照 。 更 に , 井 狩 問 
介 「 輪 廻 と 業 」 岩波 講座 東洋 思想 6,『 イ ンド 思想 』2 (1988) 276-306 参照 。 「 
8) K.KR. NoRMAN, Collected Papers M 171-174 参照 (榎本 文雄 氏 の 教示 に よる )。 の と と ん の 7 の ニー の ルル の 4 
9) Cf. Visuddhimagga p.498-501 ( 病 y22 刀 に つい て の 解説 を 欠く )。 仏教 を も 含 ご (7 の 37 た 
め て , 広く 後 の 文献 に 見 られ る この 問題 に つい て は , 原 実 「 生 苦 」, 玉城 康 四 郎 博士 
還暦 記念 論集 『 俸 の 研究 』(1977) p.667-683 参照 。 母胎 中 と 誕生 時 の 苦 と する 解釈 
は , 敢 て 想像 する な ら , 死後 地獄 へ 落ち る と い 25 観念 が より 一 般 的 に な っ た (な い 
し , 議論 の 中 に より 大 き な 比 重 を 占め る よう に た な っ た ) 後代 に , 誕生 その も の を 苦 と 
考え ん る こと が 必ず し ゃ 明白 に 妥当 し な く な っ た こと と 関連 する か も し れ な い 。 
10) 727- は Veda 語 に は 現れ ず , Skt. で は 「 生 まれ 」 即ち 「 生 まれ つぎ き ,。 本 性 , 種 , 
出自 」 の 意味 で 用 いら れる こと が か 多い: Pali 語 で 7275- で 表現 され る 「 生 まれ る こと , 
誕生 , 出生 」 と いう 意味 で は , むせ しろ, Veda 語 以来 の 7222z- が 用 いら れる 。 後 
者 の Pali で の 用 例 は , PTSD, PTC に よれ ば , Sn (Parayana) 1018 @47ssg 7977- 
67 の 727 「 生 まれ (生年 ) に 関し て 言え ] の み で ある 。 
11) 以下 , 747@2, 2767677。 5 を 9, /g77eoo 等 に つい て 叙述 され , gy@777 は 現われ な い 。 
この , 誕生 に 関す る 列挙 に 時 間 的 ・ 過 程 的 意味 が 帰せ られ る と すれ ば , 797 に は 動詞 
722 の 「[ 父 親 が 子 と し て 生ま れ て くる べき 胎児 ] を 造る 」 と いう 原義 6 力 が 生き て 
いた の か も 知れ な い 。 次 注 参照 。 プク 4 タ の ー ず の 2 の yy cy た par- の ger オイ / と が マ 
9 12) gog-&zg が 7 に つい て は WiNprscH, Buddha's Geburt (1908) p. 31 参照 。 更に , 医 
学 書 か ら の 例 :Caraka-Samhita IM 3,3 yg22 cg の 705 74272y7676 S0777S27 ど 6 5 の - 
SO77775 の 209777 の 72797 の 7 の 75272 ど 7222 7200 0 ん 7 の 2477 S07707S772 の 7270 ど 7727 
gg7 の 0” の 77279677276 | そし て , 両者 (健全 な 男女 ) の その よう な 状態 で の 合体 が な さ 
れ た 後 , 胎 艇 の 内 側 に 存する 精液 と 血液 と の 合体 物 へ と , 純 資 と の 結合 に 基づき , 生 
命 体 ( 命 我 ) が 降り て 来る と , その 時 , 胎児 が 転 現す る 」。 48%zf7og7727e は 例 (?) 
の g07772702g77 に 対応 する 。 
13) PaIli czog7。 cg72- 人 に つい て は WIiNpiscH, Buddha's Geburt p.30f. 参照 : Skt.・ 
Text か ら は MundUp, BhagGita, MBhar か ら 例 が 引か れ て いる が , 例 (3) に 挙げ 
た Maitr.Samh. の が zg-cy290g727e は 注目 すべ き 用 例 で ある 。 例 (10) を も 見 よ 。 
14) ひと は 輪廻 の 外 か ら 輸 退 へ と 赴く の で は な く , すでに 輪廻 の 中 を 流れ 行く も の で あ 
る か ら , 「 道 の Akk.」 と 解釈 すべ き で あろ ら 。 この 用 法 は Panini M 3.5 に 記述 
され て いな が ら (270 @7y9z7gs27770ge 「 時 と 道 と に 完全 に 終わ り ま で 関わ / と を 2 


2 一 880 一 
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る 場合 に [Akk. が 用 いら れる ]]」), 殆ど 確認 され て いな いよ うに 思わ れる (例え ば 
DgLBROcK Ai.Synt. 171 : S 118 を 見 よ ) 。 Rgveda 以来 の 用 例 に つい て は 別に 発表 
する 予定 で ある 。 | ( 

15) 従っ て , 生 一 死 , な いし , 生 一 老 一 死 以 外 の eye-, の y697-。 50&g- の 検討 は また 
別 の 主題 で ある 。 各 種 の テキ スト に 現われ る , いわ ば , 苦悩 の 一 覧 表 (例え ば , ChU 
可 4。1 Sanatkumara の 教 説 中 の 7g7@- 4779-。 50g-。 SgZ72-。 957 の -) の 比較 検 
討 か ら も 更 な る 視点 が 得 ら れる と 思わ れる 。 


< キー ワー ド 〉 Yajnavalkya, atman, amrta、 四 苦 , Upanisad と 仏教 。 
' (大 阪 大 学 教授 Dr.phil) 


